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今のままでは、増やすことができる便数は限られています。
そのため、様々な方策を検討しました。

どのような背景から今回の方策が提案されたのでしょうか？

 滑走路の使い方と飛行経路により、1時間あたりの発着回数が決まっています。
（現在、1時間あたり80回（出発・到着の合計）)

 今のままでは、1時間あたり82回までが限界であることが判明しています。

羽田空港は深夜・早朝時間帯を除いて現在フル稼働しており、国際線の需要が集中
する時間帯において、これ以上国際線を増やすことはできません。

様々な方策を
検討しました

様々な技術的検証を行った結果、国際線の増便のためには
滑走路の使い方・飛行経路を見直す以外の方策が見当たらないのが現状です。

滑走路が空いている時間帯を活用する方策

東京湾上空や空港の周辺は大変混雑しており、仮に新しい滑走路を造ったとして
も、それだけでは便数を増やすことはできません。

滑走路を増設する方策

滑走路の使い方を見直し、これにあった飛行経路を設定することで、便数を増やす
ことができます。

滑走路の使い方・飛行経路を見直す方策
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